
2 技能と技術

１．はじめに

本教材は，これから木造住宅について学びたい方

が，模型製作を通して家づくりに必要な技能及び関

連知識を習得するための実習用教材である。写真１

は，教材１式をまとめたものであるが，これらは訓

練実施のステップ毎に作成し，活用してきたもので

ある。訓練実施のステップとは，図１に示すフロー

の事であるが，全部で第６ステップから構成されて

おり，写真１に示す①から④の番号に関連している。

各ステップの取組みには，教材を作成し，活用する

ためのノウハウがあり，本稿ではそれぞれのステッ

プを紹介しながら，教材の概要及び活用方法につい

て記していく。

２．実践訓練内容の設定（Step1）

Step1では，指導員がこれまでの改善内容を加味し

ながら実践訓練（家づくり）の内容を設定している。

同時に，家づくりに必要な技術要素を分析しながら，

基礎訓練で使う教材の作成を行う工程でもある。

３．教材ルートの選定（Step2）

Step2では，実践訓練に応じた基礎訓練教材の選定

を行っている。これを教材ルートの選定と称してい

るが，当センター住宅リフォーム技術科（以下，住

宅科と記す）では，これまでに３パターン（図２参

照）の「継手・仕口軸組み模型教材」を開発してき

た。何れも家の形を成す模型となっており，作成を

通して家づくりに必要な技能及び関連知識の習得が

できる内容となっている。別資１に示す「継手・仕

口軸組み模型MAP」は，これまでに開発した教材と

実践訓練をつなぐ概念図であり，教材ルートの選定

をする際に活用するものである。
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４．基礎訓練の実施（Step3）

Step3では，Step2で選定した教材を活用しながら

訓練を実施している。当センター住宅科では，これ

を基礎訓練と呼んでいる。ここでは，基礎訓練の実

施で活用してきたロ型，Ｈ型，Ｔ型の３モデルの特

徴について紹介していく。

４.１　ロ型軸組み模型

ロ型は，600×600の平面で構成されているため，

４隅には柱を配置し，家一室を再現する内容となっ

ている（図３参照）。したがって，内部の造作材など，

実践現場を忠実に再現することが出来る。また，小

屋組部は寄棟屋根の一部とすることで，規矩術の習

得を可能とした。

別資２は，３モデルの作業工程の概略をまとめた

ものであるが，ロ型は最も部材数が多く，加工量も

多いため，限られた期間で実施するためには，指導

側の力量も問われる。

４.２　Ｈ型軸組み模型とＨ型改修模型

Ｈ型は，1200×600の範囲にＨ型の平面を構成し，

２名１組で取組む課題としている。お互いが向き合

い，コの字型を１人で取組む事になるが，真ん中の

境界線は２人での共同作業が発生する内容となって

いる（図４参照）。別資２には，和室パターン，洋室

パターンそれぞれの工程をまとめているが，両モデ

ルは一連で実施する事が出来るため，リフォーム施

工のための基礎訓練としても活用することが出来る。

４.３　Ｔ型軸組み模型

Ｔ型は，600×600の範囲にＴ型の平面を構成し，

片側を和室，反対側を洋室とすることで，各々の構

造形式を習得する内容となっている。また，小屋組

部には，建築大工技能検定３級相当の技術が含まれ

ており，３モデルの中では最もスタンダードな内容

となっている（図５参照）。別資２には工程を示すが，

土台部の作成時に追掛け大栓継手を設ける事で，２

体を１体に組む事が可能となる。これは，Ｔ型から

Ｈ型への発展を意味するが，Ｔ型を実施後にＨ型に

よる２名１組でのリフォーム施工実習を行うなど，

教材活用の可能性を拡げる内容となっている。

５．指導書の作成

３モデルについては，補助教材として指導書を作

成した。別資３は，Ｔ型軸組み模型の指導書を抜粋

したものである。指導書には作業名，ユニット群番

号，仕事手順，指導ポイント，メモ欄を設け，指導
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図２　継手・仕口軸組み模型教材

図３　ロ型軸組み模型概要図

図４　H型軸組み（改修）模型概要図



側には指導案として，受講者側には訓練補助教材と

して活用するものとしている。

指導書のユニット群番号とは，（独）雇用・能力開

発機構作成によるシステム・ユニットテキストのこ

とを示す。ただし，現在作成されているシステム・

ユニットテキスト一覧は関連項目が点在しており，

活用しにくいものである。そのため，独自に本教材

に必要と思われるシステム・ユニット一覧表を作成

し，さらに関連ユニットはユニット群としてまとめ

ることとした。ユニット群には，技術要素をイメー

ジさせる名前を与えている（別資４参照）。本教材の

指導書には，このユニット群番号を示すことで，関

連技術資料を紹介することとし，受講者の予習・復

習，そしてシステム・ユニットの活用促進を図るこ

とに配慮した。

６．実践訓練「家づくり」（Step4）

Step4では，基礎訓練で習得した技術を受講者自ら

が試す場として，実践訓練「家づくり」に取組んで

いる。ここでは，教材開発の基になった家屋の事例

を紹介し，教材と実践の関連について紹介していく。

６.１　寄棟屋根の家

2.5間×２間の規模で寄棟屋根形式の家屋である。

外周部には小庇も取付き，規矩術要素を多く持つ現

場となっている。（写真２参照）当センター住宅科で

は，これまで数々の訓練現場に取組んできた。特に，

寄棟屋根は全ての現場で取り入れられ，今では当セ

ンター住宅科の大きな特徴の１つとなっている。こ

うした長年の取組みから家づくりに必要なノウハウ

が蓄積され，規矩術の要素を含む基礎訓練教材とし

てロ型軸組み模型が開発された。

６.２　登り梁のある家

4.5間×３間の規模で小屋組部に登り梁を持つ家屋

である。梁と梁を台持ち継手で継ぐため，技術的に

も高度なものが要求される。（写真３参照）そのため，

基礎訓練教材では，小屋組部に登り梁を持つＨ型軸

組み模型が開発された。

６.３　和室・洋室のある家

4.5間×３間の規模で，和室と洋室が混在する平面

プランとなっている。（写真４参照）部屋数が多いた

め，受講者１人当たりの仕事量も多くなる。したが

って基礎訓練教材では，小規模ながらも和室・洋室
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図５　T型軸組み模型概要図

写真２　寄棟屋根の家

写真３　登り梁のある家



それぞれの構造形式を含ませる内容とし，細部の習

得度向上を目的とするＴ型軸組み模型が開発された。

７．習得度確認（Step5）

Step5は，習得度確認として家づくりレポートの作

成に取組んでいる。ただし，作成はStep4の実践訓練

と併行するため，チーム毎の取組みとしている。こ

こでは，家づくりレポートの在り方について紹介を

していく。

７.１　課題の設定について

表１は，課題を提示するための必要項目を整理し

たものである。目的については，図６を提示しなが

ら成果物となる家づくりレポートの活用法を紹介し，

周知のもとで取組むように配慮している。これは，

実践訓練（家づくり）への取組みに明確な目的を作

り出す効果が期待できる。リーダー選任は，チーム

として機能を果たすためには必要不可欠であり，指

導員とのパイプ役としても活躍を期待している。基

礎訓練の取組み姿勢，受講者全員の推薦などにより

決定すると良い。締切りについては，取組んだ内容

をその日にまとめる等，訓練カリキュラムとは別の

工程を作り出す効果が期待でき，現場全体の雰囲気

を活気あるものに変えてくれる。

当センター住宅科では，上記の要領を必要最低限

としながら，毎回実施要領を作成して取組んでいる。

７.２　成果物について

レポートの書式は，毎回改善を加え実施している。

現在は，（独）雇用・能力開発機構開発によるシステ

ム・ユニットテキストの書式を活用することにして

いる。これは，指導書のユニット群番号でもシステ

ム・ユニットを関連資料として参照していることか

ら，活用しやすさをねらっているためでもある。ま

た，訓練で作成された資料が，そのままシステム・

ユニットテキストとして展開できる事を期待する現

れでもある。

８．完成報告会の実施（Step6）

Step6では，Step5で作成された成果物（家づくり

レポート）を活用しながら完成報告会を実施してい

る（写真５参照）。受講者側は，これまでの訓練で習

得した技能及び関連知識を活用しながら実践訓練の

内容をプレゼンテーションする場となる。指導側に
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写真４　和室・洋室のある家

1

2

3

項目

目的

リーダー

締切

概要

課題の目的を確認する

チームリーダーを選任する

レポートの締切を設定する

表１　課題必要項目

図６　課題の活用概念図 写真５　完成報告会の実施
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とっては，受講者の習得度を確認する場となる。写

真６は，これまでに作成された成果物を製本したも

のであるが，いずれも力作であり，課題目的を十分

満たす内容となっている。

９．まとめ

本教材のタイトルにもある「継手・仕口軸組み模

型教材」とは，Step3で活用される教材から取ってい

る。しかし，実際にはこれまで紹介した６ステップ

の工程を全て実施することにより，本教材を活用し

たことになると考えている。ゆえに，本稿ではそれ

ぞれのステップに注目しながら，出来る限り簡潔に，

各ステップの取組みについて紹介をしてきたつもり

である。省略箇所も多く，紹介しきれていない部分

も多いが，図１に示す訓練実施フローを継続実施し

てきた経過として本教材が作り出されていることを

理解いただければ幸いである。ゆえに，今後も継続

が重要であり，別資１に示した「継手・仕口軸組み

模型MAP」の発展を通して，より良い現場づくりに

取組む心構えである。最後に，訓練現場から見る教

材作成への想いを綴り，まとめとする。

教材とは，一定の技術レベル・知識を詰め込むツ

ールとして活用されるものと認識している。ただし，

現場を重ねるごとにより良いものでなければならな

いし，だからといって作り込みによる与えすぎにも

配慮しなければならない。なぜならば，過剰な情報

は，取組み意識の引き出しを逃すことがあるからで

ある。自ら率先して取組む姿勢は，全ての職業現場

で必要不可欠なものであり，教材はそのきっかけと

して活用されるものであって欲しい。そして，その

引き出し加減を知るのは現場にいる指導者である。

ゆえに，毎回現場に創意工夫を持って取組むことが，

指導者としての使命であると考えている。したがっ

て，指導者は，用意された環境に甘えることなく常

に挑戦し続け，創造的でなければならない。これは

指導者自らが訓練現場と向き合い，サイクル毎に自

身の職業訓練を重ねていくことで実現できるものだ

と認識している。

本教材は，指導者自らが職業訓練現場を重ねなが

ら取組む姿勢を示す中で，受講者の姿勢を育み，次

なるステップへの意欲作りのシステムとして提案し

た１事例である。今後も，指導者としての使命を肝

に銘じ，精進を重ねる覚悟である。

10．おわりに

本教材の作成は，長年訓練現場で指導されてきた

宮元浄先生の御指導によるものである。若手指導員

は，先生から技能を継承し，精神を継承している。

Step2で紹介した「継手・仕口軸組み模型MAP」（別

資１）は，今後の教材発展に向けてのきっかけであ

り，先生の教えを形にしたものである。教材の発展

は，現場の発展であり，取組む者の発展でもあると

教えられた。ゆえに，まだまだ続きがある。本教材

が広く活用され，別資１にまとめたMAPが拡充して

いくことを心から願っている。

最後に，本教材の作成と活用に情熱を持って取組

まれた全ての方々に，尊敬の意と感謝を申し上げる。

写真６　家づくりレポート集
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別添資料２「継手・仕口軸組み模型教材の工程比較表」
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板
書
や
図
面
の
内
容
等
、
指
導
時
に
必
要
な
情
報
を
記
入
す
る
こ
と 指
導
側
、
受
講
側
が
自
由
に
メ
モ
を
す
る
欄
と
し
て
活
用
す
る

別添資料３「指導書」T型軸組み模型指導書p6より抜粋



10 技能と技術

別添資料４「ユニット群番号一覧表」


